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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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　昨年１１月９日の静岡新聞によると、静大付属特別支援学校
中学部の生徒が花の植え替えを行い、緑と紫のハボタンの苗
５０本を植え、花壇を華やかに彩ったと報じた。
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会
長
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
服
部 

富
士
男

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
冒
頭
か
ら
会
員
減
少
の
歯
止
め
が
き
か
な
い

現
状
を
思
う
こ
と
か
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
自
治
会
と
の
連

携
に
見
合
っ
た
中
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
を
先
ず
確
立
し
、
楽
し

い
ク
ラ
ブ
造
り
か
ら
、
会
員
の
増
強
へ
と
繋
げ
て
い
か
ね
ば

と
思
い
ま
す
。
会
の
楽
し
さ
の
ア
ピ
ー
ル
を
惜
し
み
な
く
、

ま
た
、
口
コ
ミ
に
よ
っ
て
、
身
近
に
仲
間
づ
く
り
に
推
進
し

強
い
絆
を
深
め
て
、
会
員
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
、
己
の
趣
味
を
生
か
し
、
ま
た
、
他
の
興
味
に
馴
染
み
対

話
の
機
会
を
楽
し
み
、
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
な

が
ら
、
此
か
ら
の
長
寿
社
会
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
地

域
文
化
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
交
流
を
大
事
に
生
活
文
化
に
親

し
む
心
で
、
み
ん
な
で
力
を
寄
せ
合
い
、
会
の
結
束
と
会
員

増
強
に
ご
協
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
相
互
に
支
え
合
い
、
友
愛
活
動
、
生
活
環
境

に
強
く
な
じ
ん
だ
活
動
、
心
と
躰
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
、

安
心
で
美
し
い
街
に
す
る
奉
仕
活
動
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ

り
良
き
ク
ラ
ブ
が
で
き
る
の
で
、
各
々
の
地
域
と
の
結
び
つ

き
に
寄
り
添
い
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
将
来
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
ク
ラ
ブ
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
っ

か
り
と
大
地
に
根
差
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
は
、
こ
の
目
標
か
ら
仲
間
が
仲
間
を
呼
び
込
む
、
仲

間
づ
く
り
を
進
め
る
主
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

《後列左から》
北村すゑ子　田中光子　伴野文子
菅野　稔　　武田俊雄　朝倉隆彌
井出志津夫　遠藤榮壽　原田秀男
《前列左から》
八木隅雄　笠井泰子（副会長）
永田重郎（副会長）　服部富士男（会長）
今村作一（副会長）小谷郁夫　水上博

理事一同（敬称略）

謹賀新年   本年もよろしくお願い申し上げます

鈴木悦夫 田島正保 中島秀雄
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市
長
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

静
岡
市
長
　
田
辺
　
信
宏

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
6
月
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
と
同
時
に
、
静
岡
市
の

三
保
松
原
も
構
成
資
産
と
し
て
登
録
さ
れ
、
約
71
万
人
の
市
民
が

住
む
静
岡
市
の
新
た
な
魅
力
が
全
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
美

し
い
富
士
山
を
の
ぞ
み
、
自
然
環
境
、
歴
史
伝
統
と
も
に
め
ぐ
ま

れ
た
、
わ
た
し
た
ち
の
静
岡
市
を
よ
り
い
っ
そ
う
住
み
や
す
い
ま

ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
団
塊
の
世
代
も
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
始

め
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
26
％
を
超
え
る
な
ど
、
本
格
的

な
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の
皆
様
を
含
め
た
高
齢
者

の
方
々
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
活
躍
で
き
る
社
会
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

活
力
あ
る
静
岡
市
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
域
全
体
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
は
非
常

に
重
要
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
元
の
地
域
活
動
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
市
や
区
の
大
会
等
を
通
じ
て
、
地
域
交
流
、
情
報
交

換
な
ど
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
事
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
そ
の
よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
応
援
し
、
よ
り
一
層
仲
間
の
会
員
が
増
え
ま
す
よ
う
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
経
験

豊
か
な
皆
様
の
声
と
力
を
、
静
岡
市
政
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、

今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《後列左から》
時森たみ子　浦田翠　井上洋子
《前列左から》
加藤静子　伴野文子（副委員長）　笠井泰子（委員長）
田中光子（副委員長）　北村すゑ子

女性委員一同（敬称略）

原川賀子 石川幸子 川島喜示榮 鈴木清江
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市
老
連 

三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会

　

7
月
23
日
清
水
区
ハ
ー
ト
ピ
ア
の
大
会
議
場
に
て
三

区
合
同
女
性
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
秋

本
恵
子
先
生
の
「
声
と
リ
ズ
ム
で
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
」
の
か
け
声
で
始
ま
り
、
童
謡
に
合
わ
せ

て
身
体
を
動
か
し
た
り
指
の
運
動
に
大
笑
い
し
た
り
し

な
が
ら
、
予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
程
の
楽
し
い

会
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
民
謡
で
練
え
た
美
し
い
声

の
持
主
で
、
あ
い
や
節
を
津
軽
三
味
線
で
披
露
さ
れ
た

時
は
、
皆
さ
ん
思
わ
ず
ア
ン
コ
ー
ル
の
大
合
唱
に
な
っ

た
程
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
三
区
の
代
表
に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
発
表
者
は
葵
区
原
川
賀
子
さ
ん
、
駿
河
区
光

井
ト
ミ
さ
ん
、
清
水

区
は
小
長
井
な
か
子

さ
ん
、
望
月
久
江
さ

ん
の
4
人
で
し
た
。

　

葵
区
は
老
人
ク
ラ

ブ
立
ち
上
げ
で
苦
労

し
た
こ
と
、
最
初

は
住
人
で
の
発
足
だ

っ
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
、
今
で
は
会
員
も

増
え
て
人
様
の
良
い

所
は
ほ
め
、
楽
し
い

行
事
を
考
え
て
は
盛
り

上
げ
る
（
か
く
れ
た
才

能
の
持
主
を
探
し
て
出

て
い
た
だ
く
）
な
ど
活

発
に
運
営
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　

駿
河
区
で
も
地
域
の

学
校
の
子
供
達
と
の
交
流
と
か
絵
手
紙
で
の
お
つ
き
あ

い
な
ど
、
身
近
な
所
で
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の

こ
と
。

　

清
水
区
の
庵
原
地
区
は
急
な
傾
斜
地
が
多
く
て
高
齢

化
も
28
％
と
高
く
、
そ
ん
な
中
で
も
S
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
雑
布
を
贈
っ
た
り
折
紙
を
教
え
た
り
と
、
地

域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
等
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
事
例
発
表
後
の
お
楽
し
み
も
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

こ
ら
し
た
も
の
で
大
変
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
も
ハ
ー
ト
ピ
ア
を
会
場
と
し
て
使
わ
せ
て
頂
き

清
水
区
の
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
た
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。（
伴
野
文
子
）
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　冒頭、司会の笠井泰子副会長の皆さん自分の出演が
終わっても帰らず最後まで残って声援を送って下さい
とのコメントに満場拍手が起こり、出演４５チーム
６０３人の出演者が賑々しく演技を行いました。

駿河区南部学区弥生会
　初参加の弥生会の代表でまた、踊りの指導をし
ている長谷川明代さんは芸歴３０年の大ベテラン
で主に町内を通じた活動でしたがグループ全体が
老人クラブ対応の年齢になったことで入会したと
のことで、今後のクラブ活性化の指標になること
と大変喜ばしく思います。なお、弥生会は８人で
月２回の活動だそうです。

清水区浜田地区レフアの会
　会の名前のレフアはハワイの花の名前で、創立
１２年の活動実績を誇る会です。創立当時はフラ
ダンスのグループは少なかったそうです。現在
１６人の会員で月２回浜田交流館で創立当時の先
生の指導でレッスンし、時には介護施設へ慰問に
も出かけるそうです。

葵区賎機地区松寿会
　「お気に召すまま」を色っぽく踊った松寿
会の皆さんは、グループ７人で月１回先生に
見ていただき、あと３回は会員が自発的にレ
ッスンに取組み、更に時には施設などへも慰
問も行っているそうです。

第 9 回 静岡市老連芸能発表会
平成２５年９月２７日（金）
静岡市民文化会館 中ホール
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　永田会長の挨拶に「皆さんの活躍を念ず !!」とあり、満を持
した選手一人一人が明るく逞しくスタートを切りました。
　精一ぱい懸命に走り、時には滑稽もあって、応援席からも大
声援が響きわたり、一日怪我なく楽しく有意義な大会でした。
　勝敗は時の運！　次の通りでした（参加総数６５０人）

優　勝　第 2 ブロック（井川・梅ヶ島・大河内・玉川・賎桟・井宮北・井宮・美和）
準優勝　第 1 ブロック（中藁科・南藁科・服織・安西・田町・三番町）
第３位　第 4 ブロック（安東・伝馬町・横内・一番町・駒形）
第４位　第 3 ブロック（西奈・千代田・竜南・麻機）

日時／平成 25 年 10 月 11 日（金）　場所／静岡市中央体育館

第 8 回  葵 区 支 部 ス ポ ー ツ 大 会

大会
結果
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　駿河区を３ブロックに分けて競技を行い、
今年から取り入れた輪投げ競争など各競技に
参加者が力の限り頑張り、本年も接戦の末、
第２ブロックが優勝し、盛大に大会を開催す
ることができた。

日　時　平成２５年１０月３日（木）
場　所　静岡市中央体育館
参加者　５５０名 優　勝　第２ブロック（黄）

　　　　大里西・中田・中島
　　　　南部・富士見

準優勝　第 1ブロック（赤）

〃（同点）　第 3ブロック（青）

第 8 回  駿 河 区 支 部 ス ポ ー ツ 大 会

大会
結果

6 年連続
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

優　 勝 興 津 地 区
準優勝 岡 地 区
第３位 清 水 地 区
第４位 折 戸 地 区
第５位 駒 越 地 区
第６位 高 部 地 区

開催日　平成 25 年 10 月 22 日（火）9 時 30 分開会
会　場　清水総合運動場陸上競技場
参加者　21 地区　役員委員・選手・応援者　約 1,800 名

優　勝 小　島 宇佐美将司 370 点
準優勝 不二見 中村　哲治 355 点

優　勝 不二見 太田　和子 319 点
準優勝 興　津 伏見　広子 295 点

第 41 回 清水区老人スポーツ大会

　当日、ＮＨＫ静岡のテレビ取
材があり、ニュースで大会模様
と支部会長、選手のインタビュ
ーが放映されました。

今村支部会長コメント
大会参加と練習への取り組み
が健康維持と長生きの元にな
ると思います。

ボール運びリレー選手コメント
練習効果が結果に表れた。身体
に気を付けて元気に参加してい
きたい。

開催日　７月１８日（木）
会　場　狐ヶ崎ヤングランドボウル
参加者　１６２名（男性１０２名　女性６０名）

大
会
結
果

第 9 回 清水区支部ボウリング大会

男
性
の
部

女
性
の
部
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　晩秋の穏やかなスポーツ日和、予選を勝ち抜
いた 3 区の混成試合とあって、親睦を深めつつ
最後まで予断を許せぬ大会でした。

開催日　平成 25 年 11 月 6 日（水）
会　場　島田大井川緑地
参加者　全体５１９名
　　　　静岡市（葵区・駿河区・清水区　計６８名）
成　績　赤・白・青の３コートに分かれ競技
　　　　を行い、白コートで行った清水区支
　　　　部蒲原地区の草谷登さんが優勝、同
　　　　じく葵区支部安東学区の大蔵正勝さ
　　　　んが、４位に入賞しました。

県老連グラウンド・ゴルフ大会

開催日　平成 25 年 10 月 31 日（水）
会　場　葵区 松富スポーツ広場 参加人数 612 人
主　管　静岡市老人クラブ連合会駿河区支部
協　力　静岡市グランドゴルフ協会

市老連第 9 回 グラウンドゴルフ大会

大
会
結
果

第 2 グループ

男性
1 位 原田　孝義 駿河・中島
2 位 小島　明彦 駿河・南部
3 位 岩水　憲二 駿河・長田北

女性
1 位 杉本　辰子 駿河・長田北
2 位 髙田　雪江 駿河・西豊田
3 位 堀池ひろ子 清水・小島

第 1 グループ

男性
1 位 望月　寿男 清水・入江
2 位 奥原　大典 清水・入江
3 位 鍋田　静夫 清水・不二見

女性
1 位 酒井キミヨ 清水・駒越
2 位 石川美和子 清水・駒越
3 位 椿　はる子 清水・オール清水
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高
齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
昨
春
、
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
公
認
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
3

か
月
ほ
ど
指
導
を
受
け
た
後
、
昨
年
6
月
に
26
名
の
メ

ン
バ
ー
で
設
立
、
翌
7
月
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
両
手
に
ポ
ー
ル

（
2
本
で
1
万
1
千
円
）
を
持
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
は
4
割
ア
ッ
プ
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
一
方
、
足
へ
の
負
担
は
少
な
く
急
坂
も
ス

イ
ス
イ
と
登
れ
ま
す
。

　

活
動
ス
タ
ー
ト
以
降
、
毎
週
火
・
水
・
土
曜
日
午
前

9
時
忠
霊
塔
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
日
本
平
ス

タ
ジ
ア
ム
の
真
上
か
ら
見
え
る
富
士
山
は
格
別
で
、
感

動
す
ら
覚
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
約
4
ヶ
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
遠
出
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
6
月
に
は
バ
ス
で
東
京
へ
行
っ

て
皇
居
一
周
を
し
た
こ
と
と
、
11
月
に
紅
葉
が
真
っ
盛

り
の
河
口
湖
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
特
に
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
大
変
楽
し
い
遠
出
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

心
身
の
健
康
増
進
と
維
持
に
恰
好
な
運
動
と
い
え
ま

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
始
め
ま
し
ょ
う
！
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
清
水
区
》

駒
越
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
紹
介

駒
越
地
区
　
殿
沢
ク
ラ
ブ
　
武
田
　
治
男
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延
寿
会
の
一
年
は
総
会
に
さ
き
が
け
て
行
う
花
見
の

会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
公
園
の
満
開
の
桜
の
木
の
下
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
奏
で
る
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

乗
せ
て
、
老
老
男
女
の
元
気
な
歌
声
が
花
片
を
散
ら
し

ま
す
。

　

年
間
の
行
事
の
中
で
、
毎
月
行
う
公
園
掃
除
は
、
奉

仕
活
動
で
あ
る
と
共
に
会
員
相
互
の
交
流
に
恰
好
の
機

会
で
あ
り
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
行
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
9
月
に
は
、
80
歳
を
迎
え
た
会
員
の
祝
福
と
お

互
い
の
長
寿
を
祈
る
宴
を
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

会
員
の
親
睦
と
連
帯
を
深
め
る
上
で
大
事
な
行
事
で

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
意
識
向
上
啓
発
の
た
め
に
、
生

活
、
健
康
、
交
通
安
全
な
ど
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
（
会
員
37
名
・
平
均

年
齢
81
歳
）
に
伴
い
、
行
事
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
な

る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
泊
ま
り
の
旅

行
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
輪
投
げ
な
ど
は
開
催
不
能
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
会
の
実
情
に
即
し
た
気
軽
に
み
ん
な
で
楽

し
め
る
も
の
を
と
、
4
年
前
に
会
の
中
に
自
由
参
加

の
、
し
か
も
非
会
員
の
参
加
大
歓
迎
の
「
ゆ
ー
ゆ
ー
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
自
主
運
営
の
お
楽
し
み
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
毎
月
第
3
水
曜
日
、
お
茶
菓
子
代
１
０
０
円

を
手
に
集
ま
っ
た
人
が
会
員
で
す
。
歌
あ
り
、踊
あ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
あ
り
、
時
に
は
講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会

や
映
画
鑑
賞
会
と
何
で
も
あ
り
で
、
日
帰
り
旅
行
や
忘

年
会
も
楽
し
み
に
加
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、同
好
者
に
よ
る
「
手
芸
ク
ラ
ブ
」
と
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
前
者
で
の
作

品
は
葵
区
・
駿
河
区
合
同
作
品
展
に
も
出
品
し
、
今
で

は
同
展
の
常
連
で
す
。

《
葵
区
》

み
ん
な
で
楽
し
く千

代
田
地
区
　
延
寿
会
　
菅
野
　
稔
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こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん
自
分
は
年
寄
り
ま
た
は
若
い

と
お
思
い
で
す
か
。
自
分
は
若
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
70
歳
を
過
ぎ
や
っ
ぱ
り
歳
を
取
っ
た
の
か
な
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の
ク
ラ
ブ
は
昔
を
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
と
昭
和
、
大
正
、
明
治
い
や
い
や
も
っ

と
も
っ
と
４
０
０
年
も
前
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
お
年
寄
り
の
会
が
あ
り
、
風
光
明
媚
、
温
暖

に
恵
ま
れ
徳
川
家
に
海
、
山
、
田
畑
の
作
物
を
納
め
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
子
供
会
、
青
年
団
、
消
防
団
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
一
本
の
線
の
よ
う
に
引
か
れ
て
お
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
趣
味
の
多
様
化
、
ふ
れ
あ
い
、

な
ど
寄
る
所
が
い
ろ
ん
な
所
に
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
に

最
近
の
お
年
寄
り
は
元
気
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
誘

い
に
行
っ
て
も
年
寄
り
扱
い
を
す
る
な
と
怒
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

何
を
や
っ
た
ら
皆
さ
ん
が
興
味
を
引
く
だ
ろ
う
か
と

い
ろ
い
ろ
思
案
し
て
お
り
ま
す
。
今
は
趣
味
と
し
て
ラ

ジ
オ
体
操
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
等
、
友
愛
、

新
年
会
は
日
帰
り
、
春
と
秋
は
一
泊
旅
行
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
夜
の
宴
会
に
は
歌
あ
り
踊
り
あ
り
と
そ
れ
は

そ
れ
は
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
す
。

　

奉
仕
作
業
と
し
て
神
社
清
掃
、
公
園
清
掃
、
大
谷
川

河
畔
清
掃
、
大
谷
海
岸
清
掃
、
ま
た
大
谷
地
区
連
合
町

内
会
子
供
会
な
ど
、
そ
の
他
に
は
町
内
の
盆
踊
り
運
動

会
、
神
社
の
お
祭
り
、
お
正
月
に
は
我
が
老
人
ク
ラ
ブ

が
12
月
に
ど
ん
ど
焼
き
に
使
う
お
ん
べ
ら
さ
ん
と
い
う

紙
を
全
員
で
切
り
ま
す
。
ど
ん
ど
焼
き
の
後
、
竹
の
さ

お
の
先
に
お
餅
を
は
さ
ん
で
焼
い
て
食
べ
る
と
、
そ
の

年
は
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
竹
を
家
の
表
に
掛
け
て
お
く
と
魔
除
け
に
な

る
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
ど
も
千
寿
ク
ラ
ブ
は
毎
月

10
日
に
定
例
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
定
例
会
で
は
出

席
者
全
員
お
茶
と
お
菓
子
を
出
し
ま
す
。
そ
の
時
に
今

月
の
行
事
や
来
月
の
予
定
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
う
老
い
も
若
き
も
な
く
本
当
に
楽
し
く
会
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
月
誕
生
日
の
紹
介
も
併
せ
て
や

っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
会
員
の
減
少
の
こ

と
で
毎
月
の
よ
う
に
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
良
い
案
が
見
当
た
ら
ず
、
県
老
連
や
市
老
連
な
ど

の
会
報
な
ど
も
参
考
に
し
て
家
庭
訪
問
、
町
内
の
回
覧

板
、
お
友
達
を
通
し
て
誘
う
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
と

思
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
で
も
市
老
連
発
足
当
時
は

西
大
谷
だ
け
で
も
１
０
０
人
以
上
居
り
、
会
も
二
つ
に

分
け
て
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
ん
と
か

一
人
で
も
多
く
な
り
ま
す
よ
う
あ
せ
ら
ず
地
道
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
他
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
も

い
ろ
い
ろ
頂
き
、
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
励
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
駿
河
区
》

ク
ラ
ブ
紹
介

大
谷
学
区
　
西
大
谷
千
寿
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
八
木
　
隅
雄
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　第９回葵区・駿河区合同作品展は静岡市民ギャラリーで１１
月２７日（水）２年ぶりにセレモニーが行われ、華やかに開幕
しました。出品作品は両区会員から絵画など２８０点、老人福
祉センターなどからは４０５点が寄せられました。１２月１日
（日）までの期間中の入場者は１０００人でした。

展示期間　　１１月８日（金）～１１日（月）9:00 ～ 17:00
　　　　　　最終日の１１日（月）は 14:00 まで
会　　場　　はーとぴあ清水６階多目的ホール
参加団体　　静岡市老人クラブ連合会清水区支部・福祉団体・老人施設
出 展 数　　３６３点
来 場 者　　７０５人

第 9 回 葵区・駿河区合同作品展

静岡市清水福祉総合文化祭作品展
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鎌
倉
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

と
静
岡
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

と
の
交
流
事
業

は
、
静
岡
市
中

央
福
祉
セ
ン
タ

ー
3
階
大
会
議

室
で
去
る
9
月

24
日
（
火
）
に

鎌
倉
市
老
連
62

名
と
静
岡
市
老

連
理
事
19
名
が

集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
平
成
22
年
の
都

道
府
県
別
健
康
寿
命
の
数
値
が
初
め
て

厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
中
で
静
岡
県
が
健
康
寿
命
日
本

一
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
の
3
月
に
鎌
倉
市

老
連
事
務
局
よ
り
静
岡
県
の
健
康
寿
命
日
本
一
特
に

「
女
性
の
健
康
寿
命
が
全
国
第
一
位
」
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
動
内
容
や

行
政
の
取
組
み
状
況
な
ど
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
静
岡
市
老
連
と
交
流
会
を
開
き
た
い
と
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
老
連
で
は
、
静
岡
県
が
健
康
寿
命
日
本
一

に
な
っ
た
こ
と
で
、
神
奈
川
県
か
ら
平
成
25
年
度

に
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目
指
す
活
動
を
行
う
よ

う
、
知
事
か
ら
協
力
依
頼
が
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
こ
で
、
静
岡
市
老
連
と
し
て
は
交
流
事
業
を
行

う
こ
と
で
鎌
倉
市
老
連
に
参
考
と
な
る
こ
と
が
あ
る

の
か
、
静
岡
県
が
健
康
寿
命
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
活
動
を
行

っ
た
か
調
べ
ま
し
た
が
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
最
初
は
交
流
事
業
が
開
催
さ
れ
る
か
心
配
を

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
市
老
連
事
務
局
と
話
を
す
る
中
で

静
岡
市
老
連
の
活
動
状
況
な
ど
を
聞
く
こ
と
に
よ
り

参
考
に
な
る
と
言
わ
れ
、
予
定
通
り
交
流
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
鎌
倉
市
老
連
は
10
時
過
ぎ

に
静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
着
き
、
10
時
半
よ

り
両
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
挨
拶
で
交
流
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。

　

会
議
は
、
最
初
に
事
務
局
か
ら
静
岡
県
が
健
康
寿

命
日
本
一
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
県
の
外
部
機

関
が
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
を
参
考
に
説
明
を
し
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は

・
魚
や
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
が
豊
富
で
食
生
活
が

　

豊
か
で
あ
る

・
全
国
一
の
お
茶
の
産
地
で
、
日
頃
か
ら
お
茶
を

　

た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
る

・
温
暖
な
気
候
か
ら
く
る
穏
や
か
な
県
民
性　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

鎌倉市老人クラブ連合会との交流事業
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ま
た
、
8
月
末
の
テ
レ
ビ
番
組
で
静
岡
県
が
健
康

寿
命
日
本
一
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
日
照

時
間
が
長
い
た
め
屋
外
で
活
動
す
る
時
間
も
長
く
な

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
静
岡
市
老
連
で
行
っ
て
い
る
総
務
専
門
委

員
会
・
広
報
専
門
委
員
会
・
保
健
体
育
専
門
委
員
会
・

教
養
文
化
専
門
委
員
会
な
ど
各
種
専
門
委
員
会
の
活

動
内
容
を
事
務
局
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
老
連
の
理
事
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
に
向
け
て
の
自
主
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
健

康
と
絆
づ
く
り
事
業
と
し
て
皆
さ
ん
が
例
年
行
っ
て

い
る
輪
投
げ
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
や
文
化
芸
能
活
動
事
業
と
し

て
芸
能
発
表
会
や
作
品
展
な
ど
に
つ
い
て
写
真
な
ど

を
使
い
、
そ
の
他
に
女
性
委
員
会
や
若
手
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
会
員
の
減
少
の
話
が
あ
り
こ
れ
に
つ
い
て
は
鎌
倉

市
老
連
も
同
じ
で
皆
さ
ん
苦
労
し
て
い
る
共
通
の
課

題
で
し
た
。
そ
の
後

出
席
者
全
員
で
昼

食
を
と
り
、
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
3
時

間
ほ
ど
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
こ
の
後

鎌
倉
市
老
連
の
皆

様
は
宿
泊
地
で
あ

る
三
重
県
の
鳥
羽

市
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　12 月 6 日（金）に焼津市シーガル
ドームで開催されたシニアクラブ静岡
県主催の輪投げ大会で、駿河区支部長
田東学区　丸子新田晃寿会が日頃の練
習成果を発揮し、見事団体優勝の栄誉
に輝きました。また個人では、葵区支
部　美和芦寿会の海野兼男さんが準優
勝、駿河区支部　丸子新田晃寿会の青
木英一さんが 5 位に入賞されました。
おめでとうございます。

長田東学区 丸子新田晃寿会が見事優勝 !!

シニアクラブ静岡県
輪投げ大会

第2回
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今
回
は
海
野
シ
マ
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
海
野

さ
ん
は
、
大
正
十
二
年
八
月
三
十
日
生
ま
れ
の
90
歳

で
す
。
会
員
の
皆
様
が
口
を
揃
え
て
言
う
「
カ
ワ
イ

イ
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
」
で
す
。

　

朝
は
六
時
に
起
き
て
息
子
さ
ん
夫
婦
の
お
手
伝
い

と
し
て
家
族
全
員
の
洗
濯
を
す
る
そ
う
で
す
。
食
事

は
「
お
嫁
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
る
も
の
は
何
で
も
お

い
し
い
け
ど
、
焼
魚
は
特
に
好
き
」「
野
菜
を
や
わ

ら
か
く
煮
て
く
れ
る
と
お
い
し
く
て
う
れ
し
い
ョ
」

と
に
っ
こ
り
。

　

若
い
頃
御
主
人
が
体
が
弱
く
て
苦
労
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
か
ら
海
野
さ
ん
は
会
社
勤
め
を
し
よ
う
と
面

接
を
受
け
た
。
小
柄
な
海
野
さ
ん
を
見
て
「
あ
ん
た

に
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
言
う
社
長
に
「
使
っ
て
み
て

下
さ
い
ョ
」
と
売
り
込
ん
だ
。
海
野
さ
ん
の
働
き
振

り
に
社
長
は
感
服
。
定
年
退
職
の
時
は
特
別
大
賞
と

し
て
記
念
品
を
頂
い
た
。

　

90
歳
と
は
思
え
ぬ
足
の
運
び
で
大
き
な
買
物
は
手

押
し
車
を
使
う
そ
う
で
す
。

　

昼
間
た
ま
に
は
横
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
ご

近
所
の
大
好
き
な
小
長
井
さ
ん
宅
で
友
達
と
の
お
し

ゃ
べ
り
の
時
間
が
と
て
も
楽
し
み
で
、
夜
は
新
聞
を

読
ん
だ
り
大
好
き
な
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
す
。
本
は

読
み
終
わ
る
迄
ね
む
く
な
ら
な
い
。
そ
の
時
だ
け
は

メ
ガ
ネ
を
使
う
ョ
、
と
驚
く
程
の
元
気
さ
で
す
。

　

町
内
の
皆
様
に
逢
う
の
が
楽
し
み
で
月
一
回
の
公

園
の
草
と
り
は
特
に
好
き
だ
そ
う
で
す
。
花
の
手
入

れ
、
公
園
の
掃
除
と
だ
れ
よ
り
も
早
く
来
て
始
め
て

い
ま
す
。
非
常
に
元
気
な
カ
ワ
イ
イ
オ
バ
ア
チ
ャ
ン

で
す
。「
草
と
り
は
好
き
だ
ョ
ー
。」
と
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
シ
マ
バ
ア
チ
ャ
ン
の
健
康
の
秘
訣
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
一
本
分
に
梅
干
し
一
ヶ
を
入
れ
て

一
日
中
そ
れ
を
の
む
こ
と
。
こ
れ
で
便
秘
知
ら
ず
の

今
だ
ョ
と
、
白
髪
に
眞
白
い
歯
で
ニ
ッ
コ
リ
何
と
も

す
て
き
な
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
で
し
た
。（
伴
野
文
子
）
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生
涯
現
役

　
安
東
地
区
　
寿
会（
大
岩
2
丁
目
）　
中
村
　
義
脩（
90
歳
）

　

昭
和
53
年
旧
国
鉄
を
退
職
し
て
、
35
年
。
勤
務
年
数

に
近
づ
く
年
数
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
2
年
後
、
民
生

委
員
を
拝
命
さ
れ
、
6
期
18
年
町
内
副
会
長
も
兼
務
で

町
内
の
皆
さ
ん
と
親
し
く
し
て
頂
き
自
分
自
身
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
常
に
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
、
そ

の
方
の
為
に
な
る
よ
う
行
動
す
る
等
、
勤
め
と
は
異
な

る
事
象
が
沢
山
で
し
た
。

　

75
歳
で
老
人
会
に
入
れ
て
頂
き
、
副
会
長
・
会
長
を

経
て
現
在
が
あ
り
ま
す
。
老
人
を
寝
た
き
り
に
さ
せ
な

い
た
め
に
と
、
平
成
14
年
11
月
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

同
好
会
を
立
ち
上
げ
、
20
名
位
か
ら
始
め
現
在
で
は

１
０
０
名
以
上
の
登
録
者
で
月
一
回
で
す
が
毎
回
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
も
種
々
の
同
好

会
が
生
ま
れ
、
月
に
二
十
日
以
上
の
競
技
が
開
催
さ
れ

て
い
る
現
状
で
す
。
健
康
の
維
持
、
仲
間
作
り
、
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
、
成
績
に
余
り
こ
だ
わ
ら
な
い
競
技
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
手
作
り
竹
と
ん
ぼ
作
り
、
今
ま
で
約

二
千
本
位
は
作
っ
た
で
し
ょ
う
。
児
童
館
、
小
学
校
等

に
寄
贈
し
、
子
供
達
が
喜
ん
で
飛
ば
す
の
を
見
る
の

が
一
番
の
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
竹

と
ん
ぼ
作
り
に
精
を

出
し
、
少
し
で
も
為

に
な
る
人
生
を
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
　
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
！

安
東
地
区
　
平
成
ク
ラ
ブ
　
野
末
　
久
江

　

先
ず
フ
ラ
ダ
ン
ス

と
の
出
合
い
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
毎

年
6
月
に
行
わ
れ
る

鯨
ヶ
池
セ
ン
タ
ー
で

の
各
町
内
の
老
人
会

グ
ル
ー
プ
が
大
集
合
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ス
テ

ー
ジ
を
賑
わ
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
初
当
ク
ラ
ブ
は
童
謡
唱
歌
を
か
わ
い
ら
し
く
斉
唱

し
ま
し
た
。
少
々
地
味
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
慰
労
会
の

折
、
会
長
さ
ん
曰
く
「
あ
な
た
新
人
だ
か
ら
何
か
ア
イ

デ
ア
出
し
て
」と
言
わ
れ
咄
嗟
に
お
答
え
し
た
の
が「
フ

ラ
ダ
ン
ス
は
い
か
が
？
」
で
し
た
。
言
い
出
し
た
手
前

フ
ラ
の
教
室
、
先
生
を
探
し
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
ま
し

た
。
月
一
度
で
す
か
ら
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
が
や

が
て
、
そ
れ
な
り
の
ド
レ
ス
を
作
り
ハ
ワ
イ
の
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
踊
る
と
い
う
こ
と
が
次
第
に
楽
し
い
も
の
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
専
ら「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」

を
「
カ
ン
カ
ン
婆
っ
ち
ゃ
ま
」
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
、
安
東
祭
り
、
熊
野
神
社
日
待
祭
等
出
番
が

増
え
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。「
雀
百

ま
で
踊
り
忘
れ
ず
」
フ
ラ
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
踊
れ
る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で

下
さ
い
。
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葵
区　

三
番
町
学
区　

五
楽
会　

塚
本　

昭
二

鳶
の
輪
低
く
高
く
山
を
越
え

清
水
区　

蒲
原
地
区　

常
楽
会　

土
屋　

梅
子

釣
舟
を
木
の
葉
と
も
見
し
冬
の
海

清
水
区　

蒲
原
地
区　

和
歌
宮
会　

井
上
て
つ
こ

し
み
じ
み
と
聞
く
今
昔
や
椿
満
つ

清
水
区　

蒲
原
地
区　

和
歌
宮
会　

吉
川　

武
子

忘
れ
じ
と
夫
の
旧
姓
遠
花
火

葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

遠
藤
加
津
子

西
東
方
夕
陽
紅
彩
威
を
拝
す

葵
区　

安
東
地
区　

寿
会　

吉
尾　

茂

初
日
の
出
傾
き
つ
つ
も
生
き
ゆ
か
む

葵
区　

安
東
地
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

母
似
と
も
思
へ
り
今
朝
の
初
鏡

葵
区　

安
東
地
区　

楽
寿
会　

村
松　

春
夫

年
賀
状
の
み
が
え
に
し
の
友
偲
ぶ

葵
区　

安
東
地
区　

お
く
ま
の
会　

鈴
木　

辰
男

は
つ
日
の
出
老
い
て
も
鼓
動
お
さ
え
か
ね

葵
区　

安
東
地
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

ひ
こ
爺
に
な
り
し
同
期
の
初
便
り

葵
区　

安
東
地
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

大
樟
の
注
連
新
し
く
神
の
庭

葵
区　

安
東
地
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

初
日
記
年
頭
所
感
ま
ず
か
か
げ

葵
区　

安
東
地
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

新
玉
や
馬
齢
重
ね
て
流
れ
つ
つ

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

初
御
空
世
界
遺
産
の
富
士
の
山

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

旦
江

清
美
潟
五
百
羅
漢
に
初
明
か
り

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

行
き
合
い
の
雲
流
れ
ゆ
き
秋
の
澄
む

清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

羽
衣
も
あ
り
う
れ
し
き
事
の
夢
一
つ

　

富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る

短

歌

俳

句
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葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

大
場　

慶
一

平
成
に
知
事
の
褒
状
銀
杯
は

　

誉
れ
負
け
じ
と
こ
こ
福
寿
会

清
水
区　

岡
地
区　

チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

石
田　

健
二

遠
来
の
知
友
に
奨
む
と
ろ
ろ
汁

　

丸
子
の
宿
に
秋
深
ま
れ
る

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

勇
壮
に
大
空
に
舞
う
鬼
や
ん
ま

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

朝
化
粧
化
け
き
れ
な
い
と
年
の
顔

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

と
ん
ぼ
保
護
沼
を
守
っ
て
文
化
賞

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

渡
部　

ミ
サ

一
枚
の
葉
書
に
託
す
親
の
愛

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

軽
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
若
返
り

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子

古
都
を
行
く
う
な
じ
が
白
ろ
蛇
の
目
傘

清
水
区　

入
江
学
区　

入
江
南
町
寿
会　

杉
山　

市
郎

向
き
合
え
ば
鬼
の
心
も
笑
み
も
あ
る

清
水
区　

不
二
見
学
区　

杉
山　

保
司

午う
ま
ど
し歳
も
賀
状
に
絆
銘
と
す
る

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

小
野
田
た
ま
代

（
病
床
で
）
が
ん
ば
れ
と
友
の
一
言
目
が
う
る
む

川

柳

◇ 

次
回
は
平
成
26
年
7
月
号
（
第
19
号
）
発
行
で
す
。

◇ 

原
稿
締
め
切
り
　

5
月
15
日
（
木
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め

　
　
　

１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名

　
　

筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会

　
　

に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
　

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦

　
　

し
て
下
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　

〒
４
２
０

−

０
８
５
４	

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集
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◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
保
松
原
の
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
構
成
登
録
、

二
〇
二
〇
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
決
定
と
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
市
老
連
だ
よ
り
に
は
各
ク
ラ
ブ
、

地
区
、
支
部
会
員
の
元
気
あ
ふ
れ
る
活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

日
常
の
活
動
や
集
ま
り
、
普
段
の
練
習
と
大
会
な
ど
の
楽
し

さ
と
工
夫
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
会
員
の

仲
間
づ
く
り
と
行
事
参
加
を
し
て
い
く
こ
と
が
ク
ラ
ブ
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
号
に
は
、「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
・
鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
と
の
交
流
事
業
の
様
子
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、今
回
も
多
く
の
投
稿
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
状
況
、
文
芸
作
品
の
投
稿
な
ど
市
老
連

だ
よ
り
発
行
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
辻　

幹
夫
）

◎
水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

鈴
木　

健
仁
（
葵　

区　

安　

東
）

伴
野　

文
子
（
駿
河
区　

長
田
北
）

辻　
　

幹
夫
（
清
水
区　

不
二
見
）

川
島
喜
示
榮
（
清
水
区　
　

辻　

）

◎
は
委
員
長

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

松
永
ゆ
き
子　

柴
田
み
つ
子　

久
保
田
喜
久
子

石
井　

良
治　

八
木　

清
子　

藤
本　

映
子

杉
山　

一
男　

祢
次
金
鋡
吉　

伏
見
喜
代
子

朝
原　

米
一

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

セ

カ

イ

ブ

ン

カ

イ

サ

ン

クロスワードパズル

■清水区支部事務局

054-254-5236 054-371-0293
■市老連事務局（葵・駿河区支部事務局）

※貸し出しを希望する場合は、事前に事務局に確認し、スポーツ用具借用申請書を提出して下さい。


